




1

V o l . 1 8（2 0 1 3）N o . 1

1

ホームページ　http://www.isij.or.jp

C O N T E N T S

目　次

座談会	 鉄の未来を語ろう		 	2

展　望	 AE応用技術の最近の動向と今後の展望

	 榎　学、伊藤海太		 	9

入門講座	 	鋼の防錆・防食技術−9	
鋼橋・鋼構造物の防錆・防食	
−予防保全実現への学術、技術、政策、そして財源−

	 紀平　寛		 	20

躍　動	 沸騰冷却予測技術の構築に向かって

	 小林一暁		 	29

アラカルト	 	若手研究者・技術者へのメッセージ−14	
歴史の中の研究

	 鈴木俊夫		 	33

	 	講演大会学生ポスターセッションに参加して	
最優秀賞を受賞して

	 西山真郷		 	37

	 蒼天高炉

	 菊地　辰		 	38

協会の活動から		 	39

会員へのお知らせ		 	41

海外鉄鋼関連最新論文		 	50



 

 

 

編 集 後 記 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報委員会（五十音順） 

委 員 長  森田 一樹（東京大学） 

副 委 員 長  上島 良之（新日鐵住金（株）） 

顧   問  細谷 佳弘（（株）特殊金属エクセル） 

委   員  小野 嘉則（物質・材料研究機構）  大野 宗一（北海道大学）     神戸 雄一（日本冶金工業（株）） 

       梶野 智史（産業技術総合研究所）   杉本 卓也（愛知製鋼（株））   高谷 英明（三菱重工業(株)） 

       寺岡  浩（大同特殊鋼（株））  戸高 義一（豊橋技術科学大学）  野崎 精彦（UDトラックス（株）） 

       早川 朋久（東京工業大学）     林   幸（東京工業大学）    藤本 延和（日新製鋼(株)） 

        船川 義正（JFEスチール（株））   前田 恭志（（株）神戸製鋼所）  森  善一（新日鐵住金（株）） 

       三木 貴博（東北大学）         山内 昭良（日本鉄鋼協会） 

 

 

ふぇらむ/鉄と鋼 合本誌 定価 4,000円（消費税等込・送料本会負担） 

Bulletin of The Iron and Steel Institute of Japan／Tetsu-to-Hagané : Unit Price ￥4,000（Free of seamail charge） 

1996年5月10日第三種郵便物認可 2012年12月25日印刷納本、2013年1月1日発行（毎月1回1日発行） 

          編集兼発行人 東京都中央区日本橋茅場町3-2-10  鉄鋼会館5階（一社）日本鉄鋼協会 専務理事 小島 彰 

                 Tel : 03-3669-5933 Fax : 03-3669-5934(共通) 

                 (会員の購読料は会費に含む) 

          印 刷 所 東京都文京区本駒込3-9-3 （株）トライ 

 

 
 

 

©COPYRIGHT 2013 一般社団法人日本鉄鋼協会 

複写をご希望の方へ 

 本会は、本誌掲載著作物の複写に関する権利を一般社団法人学術著作権協会に委託しております。 

本誌に掲載された著作物の複写をご希望の方は、(一社)学術著作権協会より許諾を受けて下さい。但し、企業等法人による

社内利用目的の複写については、当該企業等法人が社団法人日本複写権センター（(一社)学術著作権協会が社内利用目的複

写に関する権利を再委託している団体）と包括複写許諾契約を締結している場合にあっては、その必要はございません（社

外頒布目的の複写については、許諾が必要です）。 

権利委託先：一般社団法人学術著作権協会 

                〒107-0052 東京都港区赤坂9-6-41 乃木坂ビル 

             TEL.03-3475-5618 FAX.03-3475-5619 E-mail : info＠jaacc.jp 

複写以外の許諾（著作物の引用、転載、翻訳等）に関しては、(一社)学術著作権協会に委託致しておりません。 

直接、本会へお問い合わせください。 

また、アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は、次の団体に連絡して下さい。 

©Copyright Clearance Center,Inc 

222 Rosewood Drive,Danvers,MA01923 USA 

TEL.1-978-750-8400 FAX.1-978-646-8600 
 

 

　新年あけましておめでとうございます。前号の編集後記にもあ
りましたように、昨年は日本が元気になる多くのニュースがありま
したが、今年は新政権のもと、鉄鋼業界再編のもと、我が国の
再出発を占う大変重要な年であると思います。
　会報委員会では、会員サービス向上を目指して本誌のありかた
について議論を重ねており、版権の手続きを処理しながら、過
去の記事（現在はインデックスのみ）も読めるよう進めたいと考
えております。また、次年度の ｢鉄と鋼第100巻特集号｣ 合本を

最後に、2年後からは本誌も電子化の予定ですが、その後の冊
子体の必要性についてご意見がございましたら、会報委員会宛
お寄せいただければ幸いです。
　さて、本誌巻頭記事の2013座談会には目を通していただけま
したでしょうか。これまでの蓄積技術の上に、若い皆様の活力
が明るい「鉄の未来」を創造することを確信するとともに、本年
も会員の皆様方にとって良き一年となりますことを心よりお祈り申
し上げます。� （K. M.）
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